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①ひとりひとりの生活の【気持ち】と【動き】を専門職として気付き、
　有する能力を最大限に活かすことができる環境づくりや調整を行い
　“できること”の継続を実践します。

②買い物、お祭り、清掃活動などで【地域とのかかわり】を持ち続け
　1人の住民として、地元へ貢献していくことを支えます。

③入居した後の、家族や友人との関係を続けられるように支援します。

グループホームきくまの家　基本理念























・7月20日～の新しい3ヶ月目標
【メインテーマ】
・会社の基準❶～➌を改めて読み込み、全員の共通認識とするために、各ホームで行うことを決める

【サブテーマ】
・会社の基準❶～➌と違う場面に気が付いた時、委員や管理者は『何かの合図』でさりげなく伝える
　（合図は物、言葉、ジェスチャーなど何でも良い）
・様々なホームを回る職員（部長職や居宅）は、ホームの職員に対して感じたことを管理者や
　委員に伝えたり、回った職員自身を、管理者や委員から客観的に感じたことを聞いてみる
・基準との違いを伝えることが難しい場合には、基準通りに行っている場面や、良いと感じた場面に
　対して「今の関わり方良いですね」と伝えたり、様々なな協力の場面で「ありがとうございます」と
　伝えることが習慣となることを目指す。












